






Activities of the 52nd Japanese Antarctic Research Expedition during
the RT/V Umitaka-Maru Cruise (UM-10-04)
Gen Hashida1, 2＊, Hiroshi Sasaki3, Yujiro Kitade4 and Tsuneo Odate1, 2
（2011年 12月 16日受付；2012年 1月 10日受理）
　Abstract:　A marine science cruise was undertaken during December 2010 and January 
2011 on board the Research and Training Vessel Umitaka-Maru, operated by Tokyo 
University of Marine Science and Technology (TUMSAT), to accomplish projects of the 
six-year plan Phase VIII of the Japanese Antarctic Research Expeditions (JARE-52 to -57).  
The projects and the cruise were planned to investigate the responses of Antarctic marine 
ecosystems to environmental changes related to global warming and oceanic acidifi cation, 
and to study plankton community structure and environmental parameters.　One of the 
main aims of the projects was to clarify the life cycle and physiology of plankton with 
shells of calcium carbonate (e.g., pteropods and coccolithophores), because these plankton 
are regarded to be the most sensitive to oceanic acidifi cation.　We performed net castings 
to qualitatively estimate the vertical distribution of plankton, made hydrographical 
observations, took measurements of dissolved inorganic carbonates in seawater, deployed 
a year-around mooring with sediment traps, made observations of a surface drifting buoy 
with a sediment trap and sensors to measure environmental parameters, and performed 
onboard acidified culture experiments using pteropods.　The RT/V Umitaka-Maru 
departed from Fremantle, Australia, on 24 December 2010, cruised to the study area 
around the marginal sea ice zone (along 110°E and 140°E), and returned to Hobart, 
Australia, on 22 January 2011.　The cruises by the icebreaker Shirase (JARE‒52) in 
December 2010 and March 2011 followed the same study area as that described above, 
along 110°E, in order to perform repeat observations.
　要旨:　第 52次日本南極地域観測隊（JARE-52）では，南極地域観測第Ⅷ期 6か
年計画（平成 22‒27年度）の第 1年次として重点研究観測及び一般研究観測の課
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12月 24日～2011年 1月 22日）において，東経 110度線，東経 140度線を中心と
した二つの海域で行われた．特に，東経 110度の南緯 57度～62度においては，「海
鷹丸」観測に加え， 2010年 12月初旬及び 2011年 3月初旬に「しらせ」が同一海
域で観測を行い，時系列観測となっている．






3年に 2度の頻度で行われている（小達，2004; 笠松ほか，2008; 和田ほか，2011）．国際極
年 2007‒2008にあたる 2007/08年シーズンには昭和基地沖集中観測や，オーストラリア，フ
ランスとの国際共同観測に参画するなど，共同観測プラットフォームとして国際的に広く認
知されている（Hosie et al., 2011）．
　今回の観測航海は，「海鷹丸」の平成 22年度遠洋航海 UM-10-04（2010年 11月 12日～



































　第 1回南極研究観測シンポジウム（2007年 6月 15日），南極地域観測第Ⅷ期 6か年計画（平





第Ⅷ期 6か年計画の第 1次案が，2009年 6月 19日に開催された南極地域統合推進本部総会












Table 1.  Research missions carried out on board the RT/V Umitaka-Maru, and related missions conducted 
on board the icebreaker Shirase.  The personnel in charge of each mission are also listed.  *Mission 




　「海鷹丸」乗船隊員及び同行者を表 3に，行動概要を表 4に示した．また，図 1には航路
及び観測点の位置を示した．





















Table 3.  JARE-52 members and topic code of the Umitaka-Maru cruise.  AJ02 and AP25 are the codes 
for the research projects “Responses of Antarctic Marine Ecosystems to Global Environmental 
Changes” and “Studies of Plankton Community Structure and Environmental Parameters”, 
respectively.  *Offi cial member of JARE; others are affi liate members of JARE.
74 橋田　元・佐々木洋・北出裕二郎・小達恒夫
及び有殻翼足類飼育実験を継続した．
　1月 7日以降，低気圧の影響を受け，風速 15‒20 m/s, 波高 4‒5 mの荒天中の航行となった．
このため航行速度が十分に得られず，東経 140度線の観測開始時点では当初予定よりもやや
遅れることとなった．また，1月 9日には東経 140度線の南端の観測点 DDUを目指したが，
荒天とパックアイスに南進を阻まれたため，当該測点を取りやめ，北上しつつ D05以北の
停船観測を継続した．東経 140度線の測点では東京海洋大学研究課題の実施が中心で，一部



















置の設定を行った . そして，海底直上約 40 m付近には北海道大学低温科学研究所から供出
を受けた水温深度計を 1台設置した．これらの作業は 12月 31日にすべて終了した．
　12月 31日 1812 LT，南緯 59度 32分 5秒，東経 113度 34分 5秒において係留系の投入を
図 1　東京海洋大学「海鷹丸」航路及び観測点





設置確定位置は，南緯 59度 59分 9秒，東経 109度 58分 1秒，水深約 4400 mであった．な
お，この長期係留系は 2012年 1月に「海鷹丸」で回収した．
5.2.　重点観測点停船観測
　「しらせ」往路及び復路において，東経 110度に沿った南緯 57度 30分，南緯 60度，南緯
62度 30分の 3点を「海鷹丸」と共通の観測点として時系列観測を実施した．「しらせ」往
路では，2010年 12月 5日に測点 AJ1（58°14.8́S，110°E，「海鷹丸」St. C05と同一測点），12






　「しらせ」復路では，3月 5日に測点 AJ1（́58°13.8́S，110°E），3月 6日に測点 AJ2（́59°34.3́S，































entifi c製）に取り付けたニスキン採水器（20 l）を用いて行った．採水深度は，深度 3 mと，




　・植物プランクトン色素濃度（サイズ分画： Bulk, ＜20μm, ＜2μm）








C10）において，100 m，75 m，50 m，25 m，20 m，10 m，0 mの各深度で採水し，濾過処理後，
Turner Design蛍光光度計にて分析した．
　計数用試料海水採取は東経 110度の観測線上 7点（C01，C02，C03，C04，C05，C06，
C10），東経 140度の観測線上 4点（D07，D10，D12，D14），及び観測点 D15において， 














　12月 4日 1700 LTに装置を起動し，12月 6日 1800 LTに投入した．投入位置は，南緯 60
度 2分 2秒，東経 110度 1分 2秒である．
　投入後，6時間ごとに装置より位置データがイリジウム衛星通信によって国内に配信され，
その情報を電子メールで国内から「海鷹丸」へ送信した．12月 27日以降は，4時間ごと（日













　2010年 12月 28日～2011年 1月 5日にかけて，重点研究集中観測海域（南緯 50度以南，
東経 110度付近）の観測点（C03，C04，C05，C06，C07，C08，C09，C10，C11，KY1，C12，C13，


















度 1000‒1030 ppmのガスを作成した．なお，実際に作成したガスの CO2濃度は，ガスアナ
ライザーで定期的にモニターし，状況に応じてマスフロコントローラーの流量を微調整した．
5.5.3.　有殻翼足類 Limacina属 2種の貝殻成長速度の測定
　東経 110度の観測点（C07，C08，C10，C13，C17，KY）では，採集された有殻翼足類 Lima- 
cina helicina antarcticaを染色処理の後，アクリル製円形飼育水槽と 1 lポリカーボネイトボ
トルに入れ 1‒2週間の飼育を行った．飼育後，翼足類はフリーザーにて冷凍保存した．また，







　観測点 D09において採集された有殻翼足類 L. helicina antarctica を用い，pHを低下させた
海水下で飼育実験を行った．4槽の円盤水槽（5.5.3.項のアクリル製円形飼育水槽とは異なる）
に CO2濃度が 380 ppm‒420 ppm（2011年大気）と 1000 ppm‒1030 ppm（2100年頃に想定され
る大気中の CO2濃度）のガスをそれぞれ 2槽ずつバブリングし，標準海水（pH 7.8付近）
と酸性化海水（pH 7.5付近）を作成した．L. helicina antarcticaは染色後，濾過海水で個体を
洗浄し，各水槽に 3個体ずつ入れ，約 1.5℃で 3日間の飼育を行った．飼育終了後，飼育個
体は全て凍結保存した．飼育個体は蛍光顕微鏡により殻の伸長量を測定した後，走査型電子
顕微鏡下で殻の溶解度を観察する予定である．











して観測点 C04及び C06の深度 500 mから採水した飽和度が 1.3付近の海水を使用した．実







　有殻翼足類の現存量，分布特性を把握するため，NORPACツインネット（口径 45 cm, 目
合 110μmと 330μm, 水深 150 mからの鉛直曳き）は全 23測点，ガマグチネット（口径




















　全測点において DIC分析用の海水採取（250 ml摺り合わせ瓶，100 mlバイアル瓶）を行っ
た．CTDに取付けたニスキン採水器（2.5 l）によって各深度の試料海水を SIBATA社製















び 60度（C06），東経 140度線の南緯 50度（D15），55度（D14），60度（D12），62度 30分（D10）
及び 65度（D07）の計 10観測点を設定し，海底付近までの CTD観測，栄養塩の測定，NORPAC
ネットでのプランクトン採集を行った．ただし，観測点 D15 は航走時間短縮のため，予定
していた地点より東への変更を余儀なくされた（南緯 50度，東経 143度 40分）．また，同
様の理由で，D14と D15の CTD は深度 1000 mまでに変更された．
6.2.　海洋物理観測
　南大洋インド洋セクター東部の東経 110度と 140度に沿った海洋環境をモニタリングする








及び D07，D10，D12，D14，D15の計 10測点において NORPACネット（口径 0.45 m, 目合












～2011年 1月 22日）において，東経 110度線及び 140度線を中心とした海域で，南極地域
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